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当
所
女
性
経
営
者
会
で
は
、

「
新
春
講
演
会
」
を
開
催
し
、

会
員
他
約
120
名
が
参
加
し

た
。
開
会
に
あ
た
り
、
大
川

栃
木
市
長
、
荒
金
当
所
会
頭

よ
り
来
賓
挨
拶
が
さ
れ
た
。

講
演
会
で
は
、
大
日
本
茶
道

協
会
の
会
長
を
務
め
、
水
戸

徳
川
家
の
流
れ
を
汲
む
讃
岐

国
高
松
藩
松
平
家
の
末
裔
で

あ
る
松
平
洋
史
子
氏
を
お
迎

え
し
、
茶
の
道
か
ら
時
代
を

超
え
て
受
け
継
が
れ
る
松
平

家
の
心
構
え
に
つ
い
て
講
話

が
さ
れ
た
。「
高
い
精
神
を

持
ち
、
し
な
や
か
な
強
さ
と

深
い
優
し
さ
美
し
さ
な
ど
を

備
え
て
こ
そ
一
流
と
言
え

る
」
と
の
言
葉
に
参
加
者
は

熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

　

講
演
会
終
了
後
、
金
春
流

能
楽
師　

森
瑞
枝
氏
・
廣
瀬

順
子
氏
に
よ
る
能
演
舞
が
行

わ
れ
た
。
日
本
古
来
よ
り
伝

わ
る
伝
統
芸
能
が
身
近
に
感

じ
ら
れ
、
講
演
会
に
花
を
添

え
た
。

　

そ
の
後
会
員
交
流
会
が
開

催
さ
れ
、
会
員
同
士
の
親
睦

が
深
め
ら
れ
た
。

　

今
後
も
新
規
事
業
へ
の
取

組
み
な
ど
事
業
の
展
開
や
拡

充
を
図
り
、
女
性
の
視
点
か

ら
栃
木
を
盛
り
上
げ
る
よ
う

活
動
を
続
け
て
い
く
。

　

去
る
２
月
21
日
、
当
所
に

お
い
て
、
市
内
金
融
機
関
融

資
担
当
者
と
栃
木
市
金
融
担

当
及
び
当
所
経
営
指
導
員
の

意
見
交
換
会
を
開
催
し
た
＝

写
真
。
こ
れ
は
、
三
者
が
管

内
の
景
気
動
向
や
資
金
需

要
、
事
業
者
の
経
営
課
題
等

に
つ
い
て
意
見
交
換
し
、
事

業
者
支
援
に
役
立
て
て
い
る

も
の
。

　

今
回
は
、
昨
年
10
月
の
台

風
19
号
の
被
災
事
業
者
の
支

援
状
況
や
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
よ
る
今
後
の
企
業

活
動
の
方
向
性
に
つ
い
て
情

報
交
換
を
行
っ
た
。

　

‘19 
年
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
マ
イ
ナ

ス
指
数
と
な
り
、
’20
年
は
厳

し
い
一
年
と
な
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
よ
り

連
携
を
密
に
し
、
企
業
支
援

を
行
う
と
意
見
を
ま
と
め
た
。

　

去
る
２
月
17
日
、
当
所
女
性
経
営
者
会
主
催
・
当
所
共
催
に
よ
り
「
松
平
家　

心
の
作
法
」
～
時
を
超
え
て
受
け
継
が
れ
る
美
し
い
所
作
と
和
の
お
も
て
な
し　

人
生
100
年
時
代 

ぶ
れ
ず
生
き
る
「
心
の
構
え
方
」
～
と
題
し
、
新
春
講
演
会
を

開
催
し
た
。

栃
木
商
工
会
議
所　

女
性
経
営
者
会

栃
木
商
工
会
議
所　

女
性
経
営
者
会

栃
木
商
工
会
議
所

女
性
経
営
者
会

木
商
工
会
議
所

女
性
経
営
者
会

新
春
講
演
会
開
催

新
春
講
演
会
開
催

松平洋史子氏による講演

荒金会頭による挨拶

金春流能楽師　森瑞枝氏・廣瀬順子氏による能演舞

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
経
営
相
談
窓
口
開
設
中

　

当
所
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
に

よ
り
経
営
に
支
障
が
生
じ
て
い
る
中
小
企
業
者
等
に
対
応

す
る
た
め
『
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る
経
営
相
談

窓
口
』
を
開
設
し
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

受
付
時
間
：
平
日 

午
前
９
時
～
正
午
・
午
後
１
時
～
５
時

※
ご
相
談
に
は
事
前
予
約
の
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
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「
第
三
回

市
内
金
融
機
関
と
栃
木
市
・
経
営
指
導
員

　
　
　
　
　
　

と
の
意
見
交
換
会
」
開
催

「
第
三
回

市
内
金
融
機
関
と
栃
木
市
・
経
営
指
導
員

　
　
　
　
　
　

と
の
意
見
交
換
会
」
開
催











（6）令和２年３月10日発行 栃木商工会議所ニュース
昭和43年２月２日
第３種郵便物許可（ ）

●No.387 令和２年３月10日発行　●編集／青年経営者会

　去る２月21日静岡県沼津市内において「日本商工会
議所青年部 第39回 全国大会 ふじのくに静岡ぬまづ大会

（登録者総数7,697名）」が開催され、当会から13名が参
加した。
　本大会は、次世代を担う経営者である全国各地の
YEG メンバーが、交流と研鑽を重ね意識の高揚を図り
豊かで住みよい郷土づくりに向けた役割と責務につい
て、参加者一人ひとりが認識を深めることを目的に開催
されている。
　当日の第89回通常会員総会では日本 YEG 田中会長（各務原 YEG）が、「全国 34,000名を超える会員相互の
ビジネスマッチングを加速させ、スケールメリットが感じることができる団体へと成長させることが責務であ
り役割である」と挨拶。その後の審議事項で、令和３年度会長候補者選任（案）、令和２年度事業計画・予算（案）
について審議され、原案の通り承認された。
　通常総会終了後に行われた大懇親会では、参加者それぞれが全国各地の YEG メンバーと交流を図られてい
た。又、会員相互で親睦を一層深めることができ、有意義な大会となった。

交流委員長　伊澤　賢一

　栃木県商工会議所青年部連合会「第５回 県連大会」に参加
　去る２月５日、宇都宮市内において「第５回 県連大会」
が、総勢149名の参加者のもとで盛大に開催された。当会
からは、坂本会長をはじめとする15名が参加した。
　記念式典では、まず石坂県連会長（真岡 YEG）が挨拶。
その後、栃木県産業労働観光部 小竹部長、栃木県商工会
議所連合会　藤井会長、関東ブロック商工会議所青年部連
合会　矢口会長よりご祝辞をいただいた。記念式典終了後
に開催された大懇親会では、単会活動 PR として、県内９
単会より活動をまとめた PV の紹介がされた。それぞれの
地域の特色や魅力を改めて認識することができ、お互いの
活動に対して理解を深めることができた大会であった。

運営専務　笠原　空也

「第39回全国大会　ふじのくに静岡ぬまづ大会」に参加２月例会

　青年経営者会は、若い経営者や次代を担う後継者の自己研鑽のために、昭和61年10月に創設され
ました。
　現在99名の会員が、活動を通じて事業の活性化と地域経済の振興を目指しています。各会員は委員
会に所属し、講習会や研修など各事業を推進することになりますが、会員相互の親睦も積極的に図られ、
ビジネスに結びつく情報交換も活発に行われます。個々のメリットを追求し、明日の企業経営を切り
拓きましょう。

新入会員を募集しています！ 青年経営者会とは・・・
異業種交流を通じて自己研鑽につとめます

令和元年度 全国大会開催地テーマ

～日本一高い志と、日本一深い絆で創ろう！YEG 新時代～
創 意 工 富


